






































裁判員裁判に関しては, 新聞の連載記事や啓蒙的な解説本, 例えば, 裁判

































り込まれたりするのである。また, 定冠詞 ‘the’ か不定冠詞 ‘a’ または ‘an’
といったちょっとした違いが, 事物の存在を思い込むか否かの違いに係わる
のである。“How tall . . . ?” と問うか “How short . . . ?” と問うかは, 無標














































である。このうち, １が第二章の大半 (pp. 54～112) を占め, つぎの５項目
を含む。
以下その内容をまとめておこう。第１に, 発話量の比較である。図表 (p.


























































































心理的語彙の他, 金銭・飲酒・人間関係の語彙, 間接的な表現, 擬声語・擬
態語を用いる傾向がある。他方, 裁判官は法律用語・法廷用語を多用する。




部であり, ある活動領域 (field of discourse) を指しているにすぎない。レジ
スターには, 伝達様式 (media of discouse) である話しことばと書きことば,
役割関係 (tenor of discourse) を示すよそいきことば（ソトのことば）とふ
だんぎことば（ウチのことば）も含まれることを承知すべきだろう。
４．まとめ (pf. 138) は簡潔である。第二章では, 評議における裁判官と
裁判員のさまざまな差異を示したが, 両者ではことばによる事件の分節化が
異なることが明確になった。今後は公判の言語分析が研究課題となるだろう。


























p. 20 l. 6 日本語の助詞「は」と「が」(誤)→日本語の助詞「が」と「は」
(正）
p. 22 l. 5 ｢どれくらい高い」｢どれくらい低い」の例文は, 前者を有標・後
者を無標としているが, 正しくは逆であり, 前者は無標・後者は
有標である。
p. 56 l. 2 めったやたらに (俗)→むやみやたらに, むやみに
p. 60 l. 5 ダントツで（俗)→飛び抜けて一番
p. 74 l. 13 比例（誤)→比例する（要補筆２文字）
p. 121 図６ 図の中の印字が重複していて解読し難い。
p. 145 l. 9 １番（誤)→一番（正）
p. 147 l. 4 算出（誤)→産出（正）
p. 148 l. 1 言語現象（誤)→法領域の言語現象（要補筆４文字）








p. 40 l. 14 「証人ズ・ファースト」(不自然)→証人優先（自然）
p. 60 l. 5 ダントツで（俗)→飛び抜けて一番
p. 159 l. 11 トライしていただきたい（不自然)→挑戦していただきたい
（自然）
p. 130 l. 3 ボキャブラリー（不自然)→語彙（自然）
ついでに, 文章自体を書き直した方がよいと思われる個所も指摘しておく。
p. 130 l. 4～l. 9 以前から……観察された。(220字を越える悪文ゆえ, ２つ
か３つの文に分ける｡）








なお, 巻末に参考文献が挙げられているが, そのうち Austin (1962),
Bernstein (1971), Brown & Levinson (1978), Fairclough (2001), Lakoff
(1975), Tannen (1990), Wardhaugh (1992) には邦訳があるので, 合わせて
訳書の書誌情報を併記すると, 洋書を読む習慣のない読者も助かるだろう。
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